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今回の研修を通じて、自分がどのようなリーダーでありたいのかについて、これまで十分に言語

化し、他者と共有する機会がほとんどなかったことに気づかされた。漠然とした理想像は持ってい

ても、それを具体的に口に出し、話し合うことで自分自身が再認識するという経験は少なかったと

感じる。また、「こういうリーダーにはなりたくない」という思いについても、同様に心の中に留めたま

まで、改めて整理することはほとんどなかった。 

研修で紹介されたリーダーシップのタイプを学ぶ中で、自身が関係重視型や民主型の要素を持

つ一方、場面によっては指示命令型に傾いてしまう可能性もあることを自覚した。特に印象に残っ

たのは育成型リーダーの考え方であり、「教える」のではなく「気づかせる」姿勢は、今後の自分の

関わり方として大切にしたい視点であると感じた。 

また、キャリア形成におけるバックキャスティングとフォアキャスティングの考え方は、自身の今後

を考える上で大きな示唆を与えてくれた。これまでの自分は、現状を起点としたフォアキャスティン

グ的な思考が中心であり、安定的ではあるものの、大きな変化や挑戦を描きにくい面があったと感

じている。今後は、MD やそれ以外の研究者と共に対話を重ねながら、バックキャスティングを用い

て、自分が目指すべき将来像や役割をより具体的に描いていきたい。 

本研修は、自身のキャリアやリーダー像を一人で考えるのではなく、他者との対話を通じて言語

化し、方向性を確認していく重要性を改めて認識する貴重な機会となった。 

 

 

（藤沢知里・名古屋大学医学部附属病院 病院講師） 


